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1.　 組織の概要

1) 事業者名及び代表者名

吉川建設株式会社

代表取締役　吉川　優子

２) 所在地

本社　　　　　　　：長崎県諫早市久山町1442番地1

土木部事務所    ：〒854-0055　長崎県諫早市栗面町773番地1

アスファルト合材工場・建設廃材リサイクルセンター 

　　　：〒854-0055長崎県諫早市栗面町544番地

3) 環境管理責任者

総務部　部長　谷川　靖尚

４) 連絡先

　　TEL：0957-46-7337 FAX：0957-46-7338

5) 会社概要

　●資本金　　　　1億円

　●法人設立　　 昭和４６年１２月

　●許可登録　　 

　 　　　　 ・特定建設業許可　　

国土交通大臣　許可（特－３）第8810 号

土木工事業/大工工事業/石工事業/タイル・レンガ・ブロック工事業/

舗装工事業/塗装工事業/水道施設工事業/鋼構造物工事業/

建築工事業/とび・土工工事業/屋根工事業/

　 しゅんせつ工事業/内装仕上工事業/解体工事業

　　　　 ・産業廃棄物処分業（中間処理）

　長崎県知事　許可番号　4220016049

6) 認証・登録の範囲 　当社は全事業・全組織を登録範囲としています。

対象事業所：2）に記載するの全サイト

              事業活動　　：土木工事業、建築工事業、大工工事業、舗装工事業、とび・土工工事業、

　　　　　　　　　　　　　　　　産業廃棄物処分業（中間処理）

₋2₋

　福岡支店   　：福岡県糟屋郡粕屋町柚須81番地

　佐賀営業所  ：佐賀県佐賀市八戸溝2丁目2番26号

　熊本営業所  ：熊本県菊池郡菊陽町津久礼2207－6



7) 事業規模、処理実績

（年度　1０月～翌年９月）

百万円

人

㎡

t

t

％

8) 許可内容
産業廃棄物処分業許可証一覧(中間処理）

　 取得地 許可番号 処分の方法

4220016049

令和２年1月31日

令和７年１月30日

事業の用に供するすべての施設

　がれき類の破砕施設　(㈱西村鉄工所製　産廃プラント　NF3674）

設置場所 長崎県諫早市栗面町541番地15

設置年月日

処理能力

使用届出受付年月日

平成6年6月1日

240ｔ /日（８Ｈ）

平成13　年４月　27　日

産業廃棄物の種類

がれき類 （コンクリート塊、アスファルト塊にかぎる）以上1種類

有効期限
(石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等

を除く。）（これらのうち特別管理産業廃棄物であるものを除く。）

破砕

長崎県

再資源化率 99.95%

うち　再資源化等量 40,403

中間処理量 40,423

床面積 1,558.46㎡（全事業所の合計）

従業員数 135

売上高　 5,467

活動規模 単位 ２０２2度
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自社破砕施設

車種 台数

0.7 1

0.45 3

0.1 1

3 1

0.5 1

11) 廃棄物処理料金
 処理料金は種類・量等により計算致します。

 無料にて御見積致しますので、当社までご相談下さい。

９)　(産業廃棄物フロー図）

廃棄物の種類 収集運搬 中間処理

かれき類等

かれき類等

最終処分及

び利用方法

廃プラス

チック類

混合

廃棄物

₋4₋

重機
中

間

処

理 ショベル

自社運搬

がれき類’（コンクリート塊、

アスファルト塊）

他社持込

木くず

10)（中間処理、重機等種類と台数）
区分

他社

へ委

託

破砕・固形燃

料

再資源化(路

盤材化売却、

自社工事使

用）

安定型最終処

分（委託）



2.　 環境経営方針

吉川建設株式会社は、建設業の事業活動を行う上で、環境の保全を経営の重要課題の

一つとして認識し、事業活動の中で環境に与える影響を適確に把握すると共に、

環境の保全及び環境経営システムの継続的改善に努めます。

１　事業活動に伴う環境への負荷を削減する為に、以下の環境への取組を実施します。

　　1)　車両、重機、機械類のエコ運転に努め燃料使用量を削減して二酸化炭素排出量を

　　　　 削減する。

　　2)　水使用量、排水量を削減する。

　　3)　一般廃棄物の削減や、建設産業廃棄物の分別の徹底により最終処分量を削減する。

　　4)　事務用品のグリーン購入を推進する。

　　5)　当社の事業活動に関する環境配慮を推進します。

2　建設現場や地域社会における環境保全活動を実施し、地域の環境保全に貢献します。

3　当社の事業活動において関連する環境関連法規等を順守します。

4　環境経営方針は全ての従業員にあらゆる機会を通じて周知徹底を図ります。

5　環境経営レポートを作成し公表します。

制定日： 2022年3月1日

吉川建設株式会社

代表取締役　吉川　優子

≪基本理念≫

≪環境経営方針≫
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3.　環境経営目標

当社の環境経営目標は2020年度実績を基準値として策定しています。

各年度は10月～翌年9月とします。

kg-CO2 1,521,227 1,506,014 1,490,802 1,475,590

本社 kWh 94,756 93,808 92,861 91,913

土木 kWh 25,782 25,524 25,266 25,009

プラント kWh 338,206 334,824 331,442 328,060

＊建設現場等 kWh 10,676 10,569 10,462 10,356

事務所 ℓ 52,971 52,441 51,911 51,382

＊建設現場等 ℓ 1,619 1,602 1,586 1,570

事務所 ℓ 216427 214,262 212,098 209,934

＊建設現場等 ℓ 236956 234,587 232,217 229,847

一般廃棄物 kg 219.7 217.5 215.3 213.1

建設副産物

（再資源化率の維持・向

上）

％

(排出量

ｔ）

100％

(723.26ｔ)
100%を維持 100%を維持 100%を維持

受託した産業廃棄物

（中間処理後の再資源化

率の維持・向上）

％

(中間処

理合計

99.9％

(66,132ｔ)
99.9%を維持 99.9%を維持 99.9%を維持

全社 ㎥ 704 697.0 689.9 682.9

品数/年 1品目 2品目 3品目 4品目

苦情件数等

回

※当社は化学物質の使用はありません。

※購入電力の調整後二酸化炭素排出係数は、九州電力2020年度、0.479㎏-CO2/kWhを 使用しています。

※購入電力の調整後二酸化炭素排出係数は、新出光2020年度、0.523㎏-CO3/kWhを 使用しています。

※建設現場のエネルギー使用量は工事量、売上高等により変動するため今後これらを原単位とした目標も

　検討します。

環境に配慮した工事に努める

6、地域貢献活動の推進
6回

（本社及び現場周辺　4回/年・久山年神社ボランティア　2回/年）

2、廃棄物排出量削減

3水使用量削減

4、グリーン購入の推進

5、環境に配慮した工事の推進

　　軽油使用量

項目 単位

目標

基準値

(2020年度 ）

2021年度

(▲1％削減)

2022年度

(▲2％削減)

202３年度

(▲3％削減)

1　全社二酸化炭素排出量

　　電気使用量

　　ガソリン使用量

６



4.　 環境経営計画

事務所及び建設現場の事業活動における環境への負荷を低減するために、以下の活動に取り組みます。、

担当者 責任者

1.使用していないパソコンの電源を切る 全従業員

2.未使用時の電気消灯 全従業員

3.エアコンの温度に留意する 全従業員

1.アイドリングストップの徹底 現場員

2.エアコンンの適切な使用 現場員

3.法定速度の厳守・エコドライブ運動の徹底 現場員

４.効率的なルートを検討する 全従業員

1.廃棄物の分別を徹底する 全従業員

2.コピー用紙　裏紙を利用する 全従業員

3.両面印刷を心がける 全従業員

1.廃棄物の削減・分別を徹底する 現場員

2.廃棄物の再資源化、再資源化先の開拓に努める。 現場員

1.分別を徹底する プラント担当

2.事業者への産業廃棄物の分別指導を推進。 プラント担当

3、事業者並びに再委託先との契約書等委託基準

の遵守、マニフェスト管理の遵守。
プラント担当

1.水をだしっぱなしにしない 全従業員

2.水道の蛇口を調節して必要以上に使わない。 全従業員

1.出来るだけグリーン商品を購入する 全従業員

1.低騒音型機械の採用、防音防塵シートの使用、

　　適切な散水による防塵対策
現場員

2.低騒音型・排出ガス対策型の重機を使用する 現場員

3.残余資材のリユース、リサイクル化の徹底 現場員

4.建設副産物発生の削減、分別による再資源化 現場員

5.工事での事故、騒音・振動・塵埃による苦情削減 現場員

6.工事現場及び周辺の定期的な清掃を実施する。 現場員

1.事務所・現場周辺の清掃活動 全従業員 総務部長
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グリーン購入の推進

地域保全活動の実施

廃

棄

物

排

出

量

削

減

一般廃棄物の削減

水資源使用量削減

環境に配慮した工事の推進
土木・建築

部門長

総務部長

総務部長

受託した産業廃棄物

（中間処理後の再資

源化率の維持・向

上）

総務課長

土木・建築

部門長

環境経営計画の内容

電気使用量の削減

プラント

部門長

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

ガソリン・軽油使用量

の削減

（収集運搬時含む）

建設副産物

（再資源化率の維持・

向上）

総務部長



5. 　実施体制

区分

1. 環境管理責任者の任命

2. 環境経営方針の策定

3. 経営資源の準備

4. 代表者による全体の評価と見直し

5. 環境経営レポートの承認

6. 環境経営目標及び環境経営計画の承認

1. EA21システムの確立、実施推進、維持管理

2. 環境への負荷及び取組みへの自己チェックの実施

3. 環境経営目標及び環境経営計画の策定

4. 環境経営レポート作成

5. EA21に関する実績把握と報告

　 1. EA21責任者の補佐業務

2. 環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況確認

3. 環境文書及び記録の作成、管理

4. その他EA21に関する業務

5. 教育、訓練計画の策定の実施

1. 環境経営方針の理解と環境への取り組みの実施

佐藤　忠美

（社長代理）

代表取締役

吉川　優子

環境管理責任者

谷川部長
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環

境

管

理

責

任

者

代

表

者

部

門

長

全

従

業

員

総務・経理

谷川部長

建築

部門長

役割・権限

当社は全事業・全組

織を登録範囲としてい

ます。

土木

部門長

プラント

部門長

専務取締役



　6.　環境経営目標の実績・取組結果とその評価　(2022年7月～2023年6月）

環境経営目標の実績及び評価は、以下のとおりでした。

年間目標値＝2022年度年間目標×３/12+2023年度年間目標×9/12　とします。

基準年度

年間目標 Ｂ 実績C

kg-CO2 1,521,227 1,479,393 818,720 181% ○

合計

本社 kWh 94,756 92,150 78,167 118% ○

土木 kWh 25,782 25,073 30,058 83% ✕

プラント kWh 338,206 328,905 618,910 53% × 

建設現場等 kWh 10,676 10,382 52,519 20% × 

事務所 ℓ 52,971 51,514 47,471 109% ○

建設現場等 ℓ 1,619 1,574 2,669 59% × 

事務所 ℓ 216,427 210,475 107,439 196% ○

建設現場等 ℓ 236,956 230,440 17,764 1297% ○

一般廃棄物 kg 219.7 214 258.7 82.6% × 

建設副産物

（再資源化率の維持・

向上）

％

(排出量ｔ）

100％

（723.26ｔ）
100%を維持 100%を維持 ー ○

受託した産業廃棄物

（中間処理後の再資

源化率の維持・向上）

％

(排出量ｔ）

99.9％

（40,441ｔ）
99.9%を維持 99.9%を維持 ー ○

全社 ㎥ 704 685 741 92% △

品数 1 2 4 200% ○

苦情件数等
環境に配慮した工

事に努める

環境に配慮した

工事に努める
○

回 ○

※　評価判定は97％以上は○　９0％以上～97％未満は△　　90％未満は×

※　達成率は削減の場合はB/C、改善の場合はC/Bとします。

※　当社は化学物質の使用はありません。

※　購入電力の調整後二酸化炭素排出係数は、九州電力2020年度、0.479㎏-CO2/kWhを 使用しています。

※　購入電力の調整後二酸化炭素排出係数は、新出光2020年度、0.523㎏-CO2/kWhを 使用しています。

項目 単位

2022.7.1～2023.6.30

基準値

(2020年度 ）

達成率

B/C
評価

4.グリーン購入の推進

1.二酸化炭素排出量の削減

　全社二酸化炭素排出量

　　電気使用量削減

　　ガソリン使用量削減

　軽油使用量削減

2.廃棄物排出量の削減

3.水使用量の削減

5、環境に配慮した工事の推

進
環境に配慮した工事に努めた

6.地域貢献活動の推進

(本社及び現場周辺清掃)

6回
（本社及び現場周辺　4回/年・久山年神社ボランティア　2回/年）
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 7.　

(1) 二酸化炭素排出量の削減

・目標は達成できた。

・計算方法を変更したため、建設現場の軽油使用量の削減につながった

・建設現場の軽油使用量の大幅削減により達成できた。

・本社はLEDに切り替えた。他部署も切り替えていく方向で進める。

・現場の件数に変わりはないが現場への移動距離が伸びた影響で

　ガソリンの使用量が増加した。

・今後の使用していない重機や部屋の電気・パソコンの電源を消すよう

　に徹底していく。

・全体として目標は未達成となった。

・本社はLEDに切り替えたため、目標を達成できた。

・土木はわずか未達成となった。今後LEDに切り替える方向で進める。

・プラントは大きく未達成となった。運用方法を見直していく。

・建設現場工事がわずかに増加したため未達成となった。

・エアコンの温度設定を制限し、削減につなげていく。

・使用していない部屋の電気やパソコンの電源を消すように徹底していく。

・事務所の目標は達成できた。

・建設現場は、現場の増加と移動距離が長くなったことでガソリンの

　使用量が増加した。

・効率的なルートを採択し、省エネ運転をを心がけ、削減するという

　意識を持つ。

　今後も省エネ運転に心がける。

・目標は達成できた。

・計算方法を変更したため、建設現場の軽油使用量が大幅減少に

　つながった。

・省エネ運転、重機の効率的な稼動を実施した。これからも意識し

　削減していく。

(2) 廃棄物排出量の削減

・目標は未達成だった。

・活動の定着化ができていなかった。

・事務所でのゴミの分別、コピー用紙の裏紙利用を引き続き

　徹底すると共にカラー印刷を極力しないよう意識する。

・目標は達成できた。

・久山神社のボランティア清掃を年２回（春・秋）

・現場での廃棄物の分別も徹底する。

・建設現場における廃棄物の削減、分別の徹底を行い

　可能なかぎり再資源化している。また再生資材の活用

　にも留意している。

・目標は達成できた。

・マニフェストの管理を徹底する。

　建設副産物の

再資源化率の維持・向上

　受託した産業廃棄物

（中間処理後の再資源

化率の維持・向上）

環境経営計画の実績・取組結果とその評価、並びに次

年度の環境経営目標及び環境経営計画
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取組対象 今年度の評価(次年度の取組内容含む)

　電気使用量の削減

　ガソリン使用量の削減

取組対象 今年度の評価(次年度の取組内容含む)

　一般廃棄物排出量

の削減

　軽油使用量の削減

　全社



(3) 水使用量削減

・目標は未達成だった。

・活動の定着化ができていなかった。

・今後も水の出しすぎに注意し、これからはより一層節水に

　気を付ける。

(4) グリーン購入の推進

・グリーン購入の推進は目標達成できた。

・今後も製品購入時は情報を入手し、積極的に

　グリーン購入を推進していく。

(5) 環境に配慮した工事の推進

・工事現場の環境配慮 全体として環境配慮に取組み、目標を達成できた。

　(苦情件数の撲滅等) ・従来と同様、工場現場の苦情等は発生していない。

・工事着工前に関係者で、現場毎に建設騒音・振動の

　発生防止、安全対策、作業工程の工夫、環境影響の

　最小限化等協議し、工事中も日々確認している。

(6) 地域貢献活動の推進

・弊社の50周年を記念に長崎女子サッカー大会を吉川建設

　主催で開催した。

・久山神社のボランティア清掃を年２回（春・秋）

　行っている。

・事務所周辺の清掃を年４回行っている。

取組対象

　水使用量削減

今年度の評価(次年度の取組内容含む)

取組対象

グリーン購入の推進
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取組対象

取組対象

地域貢献活動の推進

今年度の評価(次年度の取組内容含む)

今年度の評価(次年度の取組内容含む)

今年度の評価(次年度の取組内容含む)



8 今後の環境経営目標及び環境経営計画(2024年度～2026年度）

8－1　今後の環境経営目標
当社の環境経営目標は2023年度実績を基準値として策定しています。

各年度は7月～翌年6月とします。

kg-CO2 794,228 786,286 778,343 770,401

本社 kWh 78,167 77,385 76,604 75,822

土木 kWh 30,058 29,757 29,457 29,156

プラント kWh 618,910 612,721 606,532 600,343

＊建設現場等 kWh 52,519 51,994 51,469 50,943

事務所 ℓ 47,471 46,996 46,522 46,047

＊建設現場等 ℓ 2,669 2,642 2,616 2,589

事務所 ℓ 107439 106,365 105,290 104,216

＊建設現場等 ℓ 17764 17,586 17,409 17,231

一般廃棄物 kg 258.7 256.1 253.5 250.9

建設副産物

（再資源化率の維持・向

上）

％

(排出量

ｔ）

100％

(723.26ｔ)
100%を維持 100%を維持 100%を維持

受託した産業廃棄物

（中間処理後の再資源化

率の維持・向上）

％

(中間処

理合計

99.9％

(40,403ｔ)
99.9%を維持 99.9%を維持 99.9%を維持

全社 ㎥ 741 733.6 726.2 718.8

品数/年 4品目 5品目 6品目 7品目

苦情件数等

回

※当社は化学物質の使用はありません。

※購入電力の調整後二酸化炭素排出係数は、九州電力2022年度、0.453㎏-CO2/kWhを 使用しています。

※購入電力の調整後二酸化炭素排出係数は、新出光2021年度、0.458㎏-CO2/kWhを 使用しています。

※建設現場のエネルギー使用量は工事量、売上高等により変動するため今後これらを原単位とした目標も

　検討します。

　　軽油使用量

項目 単位

目標

基準値

(2023年度 ）

2024年度

(▲1％削減)

2025年度

(▲2％削減)

2026年度

(▲3％削減)

1　全社二酸化炭素排出量

　　電気使用量

　　ガソリン使用量

12

環境に配慮した工事に努める

6、地域貢献活動の推進
6回

（本社及び現場周辺　4回/年・久山神社ボランティア　2回/年）

2、廃棄物排出量削減

3水使用量削減

4、グリーン購入の推進

5、環境に配慮した工事の推進



8－2　今後の環境経営計画
事務所及び建設現場の事業活動における環境への負荷を低減するために、以下の活動に取り組みます。、

担当者 責任者

1.使用していないパソコンの電源を切る 全従業員

2.未使用時の電気消灯 全従業員

3.エアコンの温度に留意する 全従業員

1.アイドリングストップの徹底 現場員

2.エアコンンの適切な使用 現場員

3.法定速度の厳守・エコドライブ運動の徹底 現場員

４.効率的なルートを検討する 全従業員

1.廃棄物の分別を徹底する 全従業員

2.コピー用紙　裏紙を利用する 全従業員

3.両面印刷を心がける 全従業員

1.廃棄物の削減・分別を徹底する 現場員

2.廃棄物の再資源化、再資源化先の開拓に努める。 現場員

1.分別を徹底する プラント担当

2.事業者への産業廃棄物の分別指導を推進。 プラント担当

3、事業者並びに再委託先との契約書等委託基準

の遵守、マニフェスト管理の遵守。
プラント担当

1.水をだしっぱなしにしない 全従業員

2.水道の蛇口を調節して必要以上に使わない。 全従業員

1.出来るだけグリーン商品を購入する 全従業員

1.低騒音型機械の採用、防音防塵シートの使用、

　　適切な散水による防塵対策
現場員

2.低騒音型・排出ガス対策型の重機を使用する 現場員

3.残余資材のリユース、リサイクル化の徹底 現場員

4.建設副産物発生の削減、分別による再資源化 現場員

5.工事での事故、騒音・振動・塵埃による苦情削減 現場員

6.工事現場及び周辺の定期的な清掃を実施する。 現場員

1.事務所・現場周辺の清掃活動 全従業員 総務部長

₋13₋

水資源使用量削減
総務部長

グリーン購入の推進

環境に配慮した工事の推進
土木・建築

部門長

地域保全活動の実施

廃

棄

物

排

出

量

削

減

一般廃棄物の削減 総務課長

建設副産物

（再資源化率の維持・

向上）

土木・建築

部門長

受託した産業廃棄物

（中間処理後の再資

源化率の維持・向

上）

プラント

部門長

環境経営計画の内容

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

電気使用量の削減 総務部長

ガソリン・軽油使用量

の削減

（収集運搬時含む）

総務部長



○廃棄物の処理及び清掃に関する法律 適

○騒音規制法 適

○振動規制法 適

○大気汚染防止法 適

○水質汚濁防止法 適

○土壌汚染対策法 適

○資源の有効な利用の促進に関する法律 適

○建設業法 適

○建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律 適

○労働安全衛生法 適

○道路運送車両法 適

○消防法 適

○グリーン購入法 適

○長崎県環境基本条例 適

○建設リサイクル法 適

○資材の再資源化等に関する法律 適

○改正フロン排出抑制法 適

環境管理責任者　谷川　靖尚

　ということから始めた。まだまだこれから改善していかなければならないことのほうが多い。

　よかったことは、従業員一人一人が排出量削減を意識するようになった。・久山神社のボランティア清掃を年２回（春・秋）

　まだ目に見えて削減効果は現われていないが、今後も意識して減らせるものは減らして

　いけるように、会社全体で取り組んでいく。

2023年10月1日

　吉川建設株式会社

代表取締役　吉川　優子

②違反、訴訟等

   当社は環境活動取り組みの一環として定期的に環境関連法規の遵守状況を確認しており

環境関連法規への違反はありません。

　　また訴訟についても同様にありませんでした。

今後においても環境関係法規、条例等を理解した上で、法律の遵守に努めます。

₋14₋

8.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

①対象となる主な環境関連法令は次のとおりです。

・ 今回、改めて事務所や現場から出る環境負荷の多さに何をどう削減したらよいか

　グリーン購入の推進、地域の清掃活動及び事務所、現場周辺の清掃活動にも積極的に行っていく。

9.代表者による全体の評価と見直し・指示

　軽油は目標を達成した。電力およびガソリンは未達成となった。今後も継続して排出量削減に取り組んでいく。

　現場での廃棄物においては、まず計測するということを意識付けし、分別廃棄していく。

・ 全社二酸化炭素排出量の目標は達成できた。


